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１
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■出題のねらい
　対数を含む関数の微分積分に関する知識と理解を問いました。

■採点講評
　（１）で f（ x ）の微分を間違えた解答が多く，全体的に正答率はよくありませんでした。

　（１）　（log�3）'＝ 　とした誤答が多く見受けられました。
　（２）　（１）ができていた人のほとんどが正答していました。
　（３）　n＝１から順に代入すればよいのですが，あまりできていませんでした。
　（４）　解答している人が少なかったです。符号を逆にしている解答が散見されました。

増減表など，すでに求めたものを利用してください。

■出題のねらい
　三角関数を題材にして，積分およびその応用に関する知識と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　２倍角の公式を用いて式変形を行う問題ですが，変形時の間違いが目立ちました。

また，意味を取り違えて kをcosαで表した人もいました。
　（２）　よくできていました。少数ですが符号間違いが見受けられました。
　（３）　計算すべき定積分の記述はよくできていましたが，計算ミスが目立ちました。

　（４）　（１）～（３）ができた人は，　　　 まではできていましたが，解になっているかの
判定まで行えた人はほとんどいませんでした。

Ⅲ

Ⅳ

■出題のねらい
等比数列と数列の和について，基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　｛ an｝が等比数列であるので， a9/a 5 が公比の積で表せることから，容易に空所��
� ア �（ｐの値）と空所� イ �（ a 1の値）が求まります。そのため，空所� ア �～� ウ �はよ
くできていました。空所� エ �は等比数列の和の公式を利用すれば得られますが，それ
ほど正答率は高くありませんでした。また，空所� オ �～� キ �も正答に辿りつけていた
人は少なかったです。

■出題のねらい
２次関数の基本的な知識とその微分積分について問いました。

■採点講評
　（１），（２）　よくできていました。
　（３）　２つの曲線の式から yを消去した式は（ x－ a）で割れるということをうまく利

用できていない解答が多く見受けられました。うまく計算して容易に解ける方法を
考えましょう。

　（４）　よくできていました。（３）が解けていなくても，具体的に数値を入れると解き
やすいです。

Ⅴ

Ⅵ

■出題のねらい
　レールの上を運動する小球の問題を通じて，運動方程式や力学的エネルギー保存則に
関する力学の基本事項を問いました。また，数式の意味や物理現象とのかかわりについ
ての理解を問うために（１），（２）では１条件で小球が円形部を回転する条件，（３）
では複合条件において円運動する条件について問いました。

■採点講評
　（１）は斜面を転がる小球について，水平部に到達したときの速さや，運動方程式，
力学的エネルギー保存則に関する基本的な問題です。全体的によくできていました。
（１）の後半では，小球が円形部を回転する条件について段階的に解いていく問題を出題
しました。最高点で小球が落下しないための垂直抗力の条件（ ウ �）がわからないた
め，以降の正答が導き出せない人がいました。
　（２）では，ばねによる力を用いて，小球が円運動する条件を問いました。２）の位
置エネルギーに関する問題はよくできていました。（１）同様に円運動するため，ばね
を縮める最小の長さを問う問題の正答率が低かったです。
　（３）では，（１）の斜面を転がる状態と（２）のばねの弾性力が蓄えられる状態を組
み合わせた複合条件で，小球が円運動するために必要な条件を問いました。ここでは，
これまでの問題と同様に力学的エネルギーについて問う４）の正答率が高かったです。
しかしながら，斜面の高さを固定した状態で小球が円運動するためのばねの条件を問う
５）では，多くの誤答が見受けられました。今回の（１）～（３）で出題した小球が円
運動をするための条件は，すべて最高点（θ＝π）での垂直抗力が０以上になる，とい
う条件から導き出すことができます。力学的エネルギー保存則の式は記述できるものの，
物理現象と式とのつながりを正しく理解できていない人には，難しい問題であったよう
です。最後の小球が円運動するための条件をグラフで図示する６）は，最も正答率が低
かったです。５）の正答から，hは dの２次関数で表わされ，hが h1よりも大きい場合，
そして dが d1よりも大きい場合に小球に蓄えられる力学的エネルギーは大きくなりま
す。その結果，小球が円運動を行います。このようなそれぞれの値の物理的意味を考え
ると，グラフ上で小球が回転する範囲を導き出せます。
　日常の学習でも，数式を暗記し機械的に解くだけではなく，その物理的な意味や現象
をよく考えたうえで，数式を理解するように心掛けてください。

Ⅰ

k＝ 1
2e

■出題のねらい
　点電荷がつくる電場や電位，点電荷間にはたらくクーロン力（静電気力）を中心に出
題しました。基本的な問題からはじめ，公式の暗記・適用だけではなくしっかりと考察
できるかを問いました。また，電位などの物理的なイメージを持っているかを応用問題
として出題しました。

■採点講評
　１）～４）は，電磁気学の最初に出てくる基本的な内容です。正答率は高かったです。
誤答としては２）で逆向きの⑤，４）で「ローレンツ力」としているものが多かったで
す。電場やクーロン力を向きも含めてしっかり理解しておきましょう。
　５）は，電位に関する作図です。電荷が２個以上ある場合に電位のイメージが掴めて
いないようです。電気力線を書いたものや不可解な解答も少なからず見受けられました。
重ね合わせの原理をしっかり理解しておきましょう。
　６）以降の問題は，電気双極子の周りに置いた輪を小さなリングがすべるという，一
見複雑な設定ですが，基本的なものばかりです。６）は，�５）の作図を実際に点P3で計
算します。電位の式は与えられているので重ね合わせをするだけです。７）は，力学的
エネルギー保存則を用いて速さを求めます。力学の分野ですが，分野が混ざった問題で
もしっかりと理解して解いてもらいたいものです。正答率は約20％でした。
　８）では，問題文で「示せ」とあるにもかかわらず，言葉だけで説明している解答が
多く見受けられました。この場合はしっかりと式で計算することが求められます。問題
に対する基本的な考え方を間違えないようにしてください。９）は，電場中に置かれた
電荷の位置エネルギーの概念を電位から読み取る問題です。位置エネルギーは，P1から
P2に向けて輪にそって減少していき，P3で最小，それからP4へ増加していき，P5でP1と
同じ値になります。したがって，リングはP1→P3→P5→P3→P1を往復運動します。それ
がわかれば正答が得られます。残念ながら正答率は５％以下でした。
　全体として基本的な問題ですが，予想していたよりも点数がよくありませんでした。
電磁気学は，苦手な人も多いと思います。基本事項からしっかりと理解するように学習
してください。
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化学

■出題のねらい
　ドップラー効果を主題に，波に関する基本的な知識，物理的な考え方ができるかを問
いました。全問正答の人が多く見受けられたので，比較的易しい問題だったと考えてい
ます。

■採点講評
　問題毎に結果を見てみると，最初の３問は速さと振動数，波長の関係といった波の基
本を問う問題なので，多くの人が正答していました。しかし，音源の移動に伴う波長の
変化というドップラー効果の特徴を順を追って考える問題では，正答率がかなり下がり，
約50％の人が間違えていました。気になったのは，ドップラー効果の式を導く問題は不
正解にもかかわらず，最後のドップラー効果により変化した振動数 f 'を求める問題は正
答というものがかなり見受けられたことです。このような解答をした人は，公式は暗記
しているが，なぜそのような式となるかを十分理解できていないのではないかと気にな
りました。斜め方向のドップラー効果の問題の正答率はさらに下がりましたが，ここで
も途中の解答は不正答ながら，最後の問題は正答というものが見受けられました。暗記
ではなく，順を追って考える力を身に付けるように学習してください。
　数値計算の問題では，ここまでの斜め方向のドップラー効果の問題で正しく解答した
人は概ね正答に到達していました。ただ，cosθの数値の求め方でつまずく人が見受け
られました。誤答の中には，変化した振動数 f の式や数値計算が正しいにもかかわらず，
定性的なグラフすら書くことができていない解答がありました。このことは，波動や物
体の式を実際の運動と結びつけて考えることができていないことを示しています。学ん
だ物理の知識は，必ず実際の物体の運動や波動現象に結びつきます。問題を解いたとき，
その解答がどのような運動や現象に対応しているか，少し立ち止まって考えるだけでも
物理の理解は深まります。是非，式から現実の物理現象を想像して欲しいです。

Ⅲ

■出題のねらい
　反応速度と化学平衡に関する基本的な知識と計算能力を問いました。

■採点講評
　受験者が必ず理解しておくべき反応速度と化学平衡に関する基本知識を問う問題です。
反応速度と化学平衡に関する問題は，過去にもよく出題されており，理解しておくべき
項目です。受験勉強において多くの演習問題に取り組むことで，理解を深め，確実に計
算能力を身に付けることが望まれます。（１）について，「活性化エネルギーが大きいほ
ど，反応速度が大きくなる」と解答しているものが多く，正答率が低かったです。全問
正答できなかった受験者は，反応速度の勉強を基本から復習する必要があります。反応
速度は化学の基本であり，しっかり理解していないと大学の化学についていくことが困
難になります。（２）については，正答率は高かったものの，全問正答の解答は多くは
ありませんでした。これは，反応式の係数について理解が不十分であり，３）を
「0.9mol」と誤答していたためです。また，有効数字２桁で解答できていないものが目
立ちました。有効数字の理解が望まれます。（３），（４）について，分母，分子にくる
濃度が逆になっている，指数となるべき数字が係数になっているなど，正答率は高くは
ありませんでした。化学平衡についての基本知識の習得が望まれます。（５），（６）の
正答率は低かったです。（７），（８）は，ルシャトリエの原理についての基本的な問題
です。正答率は高いとは言い難く，今後，化学の道を歩むことを希望している受験者は，
全問正答することが望まれます。
　問題を落ち着いて読み，採点者が解読可能な文字を丁寧に書いて解答することが望ま
れます。番号で解答することを求められている問題に対し語句で解答しているものが目
立ちました。

Ⅰ

■出題のねらい
　硝酸の工業的な製造方法を題材に化学の基本となる化学反応式，化学量論の計算ある
いは気体の性質に関する知識を問いました。

■採点講評
　受験者の得点差が大きく表れた問題でした。
　（１）　無機化合物の工業的な製造方法，〔例えば，オストワルト法（硝酸の製造）とそ

れ以外の接触法（硫酸の製造），ハーバー・ボッシュ法（アンモニアの製造）ある
いはアンモニアソーダ法（炭酸ナトリウムの製造）〕を区別して各反応を理解する
ようにしてください。

　（３）　化学反応式で係数を解答する問題はよくできていました。さらに，文章で書いて
ある化学反応を化学反応式で書けるようにもしておいてください。

　（５）　いくつかの関連する化学反応式を一つの化学反応式にまとめられるようにしてお
いてください。

　（６）　化学反応式を使って，原料のアンモニアから製造される硝酸の量を計算する問題
は正答率が低かったです。化学量論の計算がしっかりできるように勉強しておいて
ください。

　（８）　教科書にある代表的な気体の実験室での発生方法や性質について理解しておいて
ください。

Ⅱ
■出題のねらい
　含酸素有機化合物の基本的な反応と物性を理解するとともに，その名称と構造式を正
確に書くことができるかを問いました。

■採点講評
　（１），（２）は炭素，水素，酸素のみから成る特定の有機化合物の完全燃焼を行い，
得られた二酸化炭素と水の量から計算により実験式を求め，さらに分子量を手掛かりと
してその分子式を導く問題です。有機化学分野では，最も基本的な計算問題であり，入
試で比較的よく出題されますので確実に得点できるように準備しておくとよいでしょう。
（３）は酸性条件下でのエステルの加水分解反応を取り上げており，比較的よくできて
いました。この反応での生成物は酢酸とエタノールですが，更に酢酸とエタノールをそ
れぞれ原料とする別の反応を行い，得られた生成物の物性をヒントにして，関連する有
機化合物を特定することを求めています。�（４）はここで取り扱ったいくつかの有機化
合物の名称と構造式を解答する問題です。この問題で得点の差がつきました。有機化合
物の名称，構造式，性質を個別に覚えるのではなく，さまざまな知識を相互に関連させ
て理解しておくことが大切です。構造式の誤答の中には，元素の数はあっているものの
炭素の結合数が４でない解答がありました。また，名称を記載する問題では漢字の間違
いもありました。専門用語は正しい漢字で覚えるようにしてください。（５）はエタノ
ールにナトリウムを加えたときの反応式を答える問題です。化学量論には特に注意して
ください。
　いずれも有機化学の基本知識があれば解ける問題です。全般的によくできていました。

Ⅲ
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